ワンポイント英会話 (令和４年・10/31)
B：Hello everyone, how are you?
高山市役所の森です。ワンポイント英会話の時間です。
海外戦略課の職員がローテーションで様々な英会話をご紹介します。
今日も海外戦略課で勤務している国際交流員のエリザベスさんと一緒に勉強したいと思います。
エリザベスさん、よろしくお願いします。
A：よろしくお願いします！
B：今週のテーマは「ハロウィン」です。エリザベスさん、アメリカでは何のハロウィン衣装が大人気ですか？
A：そうですね。最近は、スーパーヒーローやディズニーキャラクターが大人気ですが、一番人気は魔女です。子供のころには私も魔女の衣装を数年着ていましたし、周りでは恐竜、ウサギ、牛といった動物の衣装もありました。
それでは、ハロウィンに関する表現を学びましょう！

A：今日のキーフレーズは・・・
　　～間をあける～
I was scared out of my wits. 
～間をあける～
これは「驚いて心臓が止まりそうになった」という英語表現です。
B；続いてキーフレーズを使った会話をご紹介します。
B：Is it true that you have a ghost in your apartment?

　（アパートに幽霊がいるって本当ですか？）
A：Yeah. It gave me some trouble last weekend. 

　（本当ですよ。先週末、トラブルがありました。）

B：Really? What did it do?

　（そうなの？幽霊は何をしたのですか？）

A：It broke one of my dishes, and I was scared out of my wits. 
        (お皿の1枚を壊されました。私は驚いて心臓が止まりそうになりました。)
B：今日のキーフレーズ、「I’m scared out of my wits」は驚いて心臓が止まりそうになったという意味ですね。
A：そうです！普通に「wit」という言葉の定義は理解力やユーモアですが、今回の場合は正気を維持するを意味しています。表現の強調点は「気が狂うほど怖がらせられた」ということです。
B：なるほど、ハロウィンの表現が面白いですね。
続いて、今日の会話に出てきた単語をいくつか練習してみましょう！
　A：ghost
    B：幽霊
　A：dish
B：お皿
A；to be scared out of one’s wits
B：驚いて心臓が止まりそうになる
Ｂ：いざという時に使えるよう日頃から学びましょう。
なお、ワンポイント英会話は高山市のHPでも音声と原稿をご確認いただけます。
また、海外戦略課の公式FB及びインスタグラム、Visit Hida Takayama Officialでは高山で輝いている人へのインタビューなどを英語で紹介しています。
英語の学習にもなるかと思いますのでぜひご覧ください。

それではまた次回まで、、、See you next time!
